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平安時代の貴族社会における作文
POETRY COMPOSITION SESSION AT HEIAN COURT 
Francine HERAIL * 
At Fujiwara no Michinaga’s time, during about twenty years at the 
beginning of Xlth century, Chinese poetry composition sessions were often 
held at Michinaga’s house or at the court. Chinese versification specialists, 
members of the way of Arts had to be bulliant at these sessions. But 
Michinaga himself first of al and several high dignitaries including the 
Emperor also attended those sessions. Nevertheless, there were not so 
many officials or high dignitaries talented in this manner of compositon. For 
high dignitaries, those sessions were additional distinctions and, for oficials, 
an obligation if they wanted to attain a higher position in their careers. But 
the status of those sessions was not the same compared to Shinto 
celebrations or certain rules of procedure as nominations and promotions in 
the court life ruled by annual celebrations cycle. This means that 
composition sessions were not absolutely necessary but were means to show 
the country’s high level of civilization. The nature of themes given at those 
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sessions were rarely of a political nature and composers never tried to be 
critical. preferring lamentation about their own lot or praise of highly placed 
persons. As was said by Sanjonish-Sanetaka, one of the XVth century 
authors. the role of poetry composition was to obtain an elegant 






















































































































































































































































































































































































































































































道長も感動して嘆いた （『小右記J寛広 2年4月1日・ 2日）そうです。伊周
は第一句に「花落ちて紛紛たりJと読みました。ふんぶんと言う表現にはみだ
れ散ると議言を構えると言う二つ意味があります。左還された時の非難は事実
に基ずくものであったかどうか疑わしいことでした。第三句の「枝は空しく嶺
徴」と言う文句も伊周のその時の状態に当たります。道長は彼の勢力を奪って
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そびえる嶺のように天皇の恩を遮っている。この徴、めぐると言う字に遮るの
意味もあるそうです（『本朝麗藻J27）。道長と伊周の競争に賭けられていたの
は敦康親王の運命でした。朝廷ではこの親王は東宮になれば、伊周は絶望が消
えて関白になる道が聞かれると思われていました。親王の読書初めの儀が終っ
てから作文会が行われました。『本朝麗藻』（106-113）にその日に作成された
八首の絶句が列挙されています。その内容は学問の称賛、父にたいして・ 天皇
にたいしての孝の重視、六歳の親王の才能と天皇の徳を褒める言葉などが、常
套句に過ぎませんが留意事項があります。詩でしたので親王と言う言葉の替り
に唐名が使用される習慣がありました。『拾芥抄Jには親王の二十唐名が並べ
てあります。他の参加者は簡単に我王と言う言い方を使っていますが、道長だ
けは兎園というちょっと珍しい表現を選びました（『本朝麗藻J107）。 何か下
心があったと思われます。兎園と言う言葉は漢時代の文帝の二番目の王子を示
唆しています。その王子の伝記は『史記Jにあります。様々の面で漢時代の王
子の状況は敦康親王の状況に似ていました。存命中文帝はその二番目の王子武
王を愛して彼を皇太子に就けたいと望んでいました。武王はその兄に継いで皇
太子になる希望を持っていたのですが、朝廷の高官がそれを拒みました。また
武王は梁の領土を受けて素晴しい園を築いて、その兎園に文人を集めて作文を
楽しみとしました。道長は巧みに唐名を使用して、敦康親王の未来について自
分自身の意志を知らせたのではないでしょうか。一条天皇の希望にも拘わらず、
左大臣道長は敦康親王の立太子を妨げる決心をしていたことを表わしたのかも
知れません。また道長は、敦康親王が兎園を持っていた王子のように風流な暮
らしをすることを望んだのかも知れませんO このように割合に大切な点に触れ
た例は『本朝麗藻』にもう二三見つけることが出来るかも知れませんがその数
は非常に少なかったのです。
※ 
平安貴族社会における作文の地位と機能は、その当時詩を作成した人の数と、
その中にあって詞華集に載せるほどの見事な詩を作成した人の割合を基準とし
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てみることによってよくおわかりいただけるのではないでしょうか。その割合
は道長の全盛期には、朝廷に属していた人1000人にたいして50人くらいだった
そうです。また年中行事の中の作文会は、不可欠の行事ではなくても国として
は文明の発達の印であり、人にとっては名誉を得て昇格する手段であったと思
われます。それにも拘わらず十一世紀の初めに作文の専門家、紀伝道に属して
いた文人は高官、公柳になる可能性がほとんどなくなったのです。貴族社会で
は、文人が中国風の作文にたいしての概念を言葉の上で、は守ったにも拘わらず、
風月に触れている題が多く作文は和歌に近ずく傾向がありました。終に詩の調
子を捉えることなく暗示と陰峨をかろうじて理解しようとする門外漢の考えを
敢えて述べるならば、『本朝麗藻Jにおいては、不自然な対照とこじつけの典
故が多くある詩より、明瞭に景色の印象を伝える詩の方に魅力があると思いま
す。
（『本朝麗藻』の句の読み下しは「川口久雄と『本朝麗藻Jを読む会」編
『「本朝麗藻」簡注Jの読み下しです。）
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